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水
土
里
ネ
ッ
ト
お
お
ま
ち
地
域
用
水
対
策

協
議
会
が
地
域
用
水
を
市
民
の
宝
物
と
し
て

大
切
に
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
の
水
の

利
用
形
態
は
、
今
か
ら
70
年
前
に
高
瀬
川
上

流
地
域
の
農
業
・
生
活
・
環
境
保
全
等
に
利

用
す
る
地
元
用
水
と
、
（
株
）
レ
ゾ
ナ
ッ

ク
・
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
（
当
時
は

昭
和
電
工
以
下
（
株
）
R
・
G
・
J
)の
発

電
用
水
と
を
有
効
的
に
利
用
し
、
安
定
的
な

水
利
用
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
た
画
期
的

な
水
利
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
総
合
的
な
水
利

運
営
と
調
整
を
行
う
た
め
に
昭
和
29
年
4
月

に
設
立
さ
れ
、
昨
年
で
節
目
の
70
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
大
町
市
長
、
大
町
市
土

地
改
良
区
理
事
長
、
大
町
市
土
地
改
良
区
選

出
の
委
員
、
︵
株
︶
R
・
G
・
J
大
町
事
業

所
の
委
員
、
大
町
市
職
員
を
も
っ
て
組
織

し
、
昭
和
30
年
７
月
に
は
、
長
野
県
知
事
の

承
認
を
経
て
、
以
来
、
合
理
的
で
円
滑
な
利

水
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

節
目
の
70
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
昨

年
10
月
２
日
（
水
）
に
、
設
立
70
周
年
式
典

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
長
野
県

鹿
島
川
の
白
濁

鹿
島
川
の
白
濁

今
年
の
４
月
に
入
っ
て
か
ら
、
ご
自
宅
周

辺
の
水
路
の
水
が
真
っ
白
に
濁
っ
た
り
、
耕

作
し
て
い
る
田
ん
ぼ
の
水
口
な
ど
に
泥
状
の

白
い
砂
が
溜
ま
っ
た
り
し
ま
せ
ん
で
し
た

か
。
普
段
か
ら
水
稲
や
畑
仕
事
を
し
て
い
る

人
は
勿
論
、
自
宅
に
池
が
あ
る
人
や
、
釣
り

を
楽
し
む
人
な
ど
、
気
が
付
い
た
方
は
多
い

と
思
い
ま
す
。

昨
年
９
月
の
大
雨
後
も
同
様
の
現
象
が
起

き
た
の
で
す
が
、
鹿
島
川
本
川
が
乳
白
色
に

濁
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
し
た
。
通

常
の
大
雨
等
に
よ
る
河
川
水
の
濁
り
は
、
茶

色
又
は
黒
色
で
、
天
候
の
回
復
と
共
に
徐
々

に
元
に
戻
る
も
の
で
す
が
、
昨
年
の
９
月
と

今
年
４
月
に
起
き
た
こ
の
白
濁
現
象
は
、
約

３
週
間
か
ら
４
週
間
程
度
続
き
、
特
に
今
春

に
起
こ
っ
た
白
濁
現
象
は
、
稲
作
の
た
め
の

育
苗
や
代
掻
き
の
時
期
と
重
な
っ
た
た
め
、

営
農
者
や
自
治
会
な
ど
か
ら
、
問
い
合
わ
せ

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

白
濁
の
原
因
と
な
っ
た
こ
の
砂
泥
で
す

が
、
沈
殿
す
る
と
固
着
し
、
除
去
作
業
に
大

変
苦
慮
さ
れ
た
方
も
多
い
と
聞
き
ま
し
た
。

ま
た
、
育
苗
の
散
水
栓
の
ノ
ズ
ル
に
詰
ま
る

と
、
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
為
、
普
段
は

水
路
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
て
散
水
を
し
て
い

た
農
家
の
方
も
水
道
水
に
切
り
替
え
た
と
い

う
声
も
多
く
寄
ら
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
こ
の
白
濁
は
ど
こ
で
起
き
、
何

が
原
因
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
、

長
野
県
や
大
町
市
が
ド
ロ
ー
ン
や
ヘ
リ
で
の

調
査
、
河
川
を
遡
上
し
て
の
踏
査
を
行
い
ま

議
会
議
員
、
大
町
市
議
会
議
長
、
長
野
県
関

係
者
や
委
員
会
関
係
者
の
皆
様
か
ら
た
く
さ

ん
の
祝
辞
を
頂
い
た
他
、
当
委
員
会
で
長
年

ご
活
躍
さ
れ
た
大
原
町
の
中
村
元
治
さ
ん
と

二
ツ
屋
の
駒
澤
安
正
さ
ん
に
牛
越
委
員
長

（
大
町
市
長
）
か
ら
そ
の
功
績
を
称
え
、
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
や
、
や
が
て
起
こ
り
う
る
大

規
模
地
震
へ
の
備
え
な
ど
、
こ
れ
か
ら
先
の

未
来
に
は
、
当
委
員
会
に
と
っ
て
苦
難
の
道

の
り
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
通
り
地
域
の
発
展

と
産
業
の
振
興
に
貢
献
し
つ
つ
、
地
域
の

人
々
の
安
心
安
全
、
豊
か
な
地
域
環
境
に
も

寄
与
で
き
る
様
、
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま

す
。

し
た
が
、
原
因
の
特
定
に
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
鹿
島
川
源
流
の
一
つ
大
川
上
流
の
山
崩

れ
が
原
因
と
か
、
カ
ク
ネ
里
の
氷
河
の
動
き

が
原
因
と
か
様
々
な
説
が
あ
り
ま
す
が
、
断

定
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
対
応
も
難
し
く
、

こ
の
現
象
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
こ
の
砂
泥
の
成
分
に
つ
い
て
、
長

野
県
環
境
部
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ア
ル
カ
リ

性
で
、人
体
や
植
物
の
生
育
に
は
、無
害
で
、

稲
作
等
に
悪
影
響
は
な
い
と
い
う
結
果
が
出

ま
し
た
。

我
々
と
し
て
は
、
一
安
心
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
維
持
管
理
や
営
農
に
か
か
る
負

担
増
な
ど
を
思
う
と
手
放
し
に
は
喜
べ
ま
せ

ん
。
鹿
島
川
本
川
か
ら
取
水
す
る
各
水
路
に

つ
い
て
は
監
視
を
強
化
し
、
沈
砂
池
の
土
砂

払
い
な
ど
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
、
営
農
者
の
皆
様
や
住
民
の
皆
様
が
不

安
に
な
ら
な
い
様
各
機
関
と
協
議
連
携
を

し
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

高
瀬
川
上
流
水
利
運
営

高
瀬
川
上
流
水
利
運
営

委
員
会
設
立

委
員
会
設
立
7070
周
年
式
典

周
年
式
典
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砂が流入した水田
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水土里ネットおおまち地域用水対策協議会
令和6年度収支決算書

【収入】
区　分 予算額 決算額 比較 付　記

負担金 400,000 400,000 0
大町市　　 230,000
土地改良区 170,000

合　計 400,000 400,000 0

【支出】
区　分 予算額 決算額 比較 付　記
事業費 226,000 226,100 100 イベント経費他
啓発費 174,000 173,900 −100 機関紙作成代他
合　計 400,000 400,000 0

0
2
0

Mwh
)は
、
民
間
が
国
・
県
の
補
助
金

を
入
れ
、
農
業
用
水
を
利
用
し
て
発
電
を
行

う
10
基
目
の
施
設
と
な
り
ま
す
。
県
営
事
業

︵
事
業
費
の
う
ち
15
%
を
大
町
市
と
改
良
区

が
負
担
︶
に
よ
り
R6
〜
R7
年
度
は
測
量
設

計
、
R8
〜
R12
年
度
に
か
け
て
建
設
さ
れ
、
R13

年
度
よ
り
運
営
開
始
の
予
定
で
す
。
現
段
階

で
は
、
発
電
し
た
電
力
は
F
I
T
制
度
の

全
量
売
電
に
よ
り
土
地
改
良
施
設
の
維
持
管

理
費
、
電
気
料
、
積
立
金
、
土
地
改
良
施
設

の
更
新
費
、
施
設
の
電
動
化
費
用
等
に
充
当

す
る
予
定
で
す
。
更
に
は
将
来
を
み
す
え
た

地
域
社
会
へ
の
貢
献
の
た
め
に
、
災
害
時
の

防
災
電
源
や
、
発
電
施
設
や
事
業
と
一
体
と

な
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い
く
他
、

老
朽
施
設
の
維
持
補
修
、
組
合
員
の
皆
様
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
様
、
広
く
意
見
を
頂

戴
し
、
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
力
発
電
は
、
天
候
の
影
響
を
受
け
に
く

く
、
水
さ
え
あ
れ
ば
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
発

電
が
可
能
な
た
め
、
地
球
に
や
さ
し
い
再
生

水
路
の
安
全
に
つ
い
て

水
路
の
安
全
に
つ
い
て

か
ん
が
い
期
(４
月
末
～
９
月
中
旬
)は
、

水
稲
の
為
、
水
路
に
大
量
の
流
水
が
あ
る
時

期
で
す
。一
般
的
に
水
路
の
水
が
増
え
れ
ば
、

流
速
も
上
が
り
、危
険
度
も
高
く
な
り
ま
す
。

更
に
は
、
梅
雨
や
近
年
ふ
え
て
い
る
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
の
大
雨
シ
ー
ズ
ン
と
も
重
な
る
た

め
、
大
雨
に
よ
る
増
水
で
、
河
川
等
か
ら
取

水
し
て
い
る
以
上
の
大
量
の
水
が
水
路
を
流

れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

か
ん
が
い
期
は
農
作
業
者
が
水
口
の
調
整
を

し
た
り
、
水
路
廻
り
の
草
刈
り
を
し
た
り
、

ゴ
ミ
を
あ
げ
た
り
な
ど
、
水
路
に
近
寄
る
機

会
が
多
く
、子
供
達
も
川
遊
び
を
す
る
な
ど
、

水
に
親
し
む
機
会
も
多
い
た
め
、
水
難
事
故

の
件
数
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
春
も
管
内
で
、
悲
し
い
水
難
事
故
が
起

こ
り
ま
し
た
。
水
路
の
底
は
滑
り
や
す
く
、

断
面
が
大
き
く
深
い
水
路
は
勿
論
、
小
さ
く

浅
い
水
路
で
も
、
流
速
が
早
け
れ
ば
、
足
を

取
ら
れ
、
大
人
で
も
流
さ
れ
て
重
篤
な
事
故

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。寄

沢
︵
大
町
新
堰
)で
生
み
出
さ
れ
る

電
力
は
一
般
家
庭
約
2
、
8
0
0
世
帯
分
、

C
O
2
削
減
量
は
、
約
5
、0
0
0
ｔ
に
上

り
ま
す
。
今
後
の
技
術
向
上
や
水
利
権
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
は
、
現
在
の
1.1
倍
か

ら
1.4
倍
程
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

も
秘
め
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
一
般

生
活
と
は
別
に
ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
る
農
業

機
械
の
電
動
化
、
施
設
の
無
人
電
動
化
な
ど

の
波
が
や
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、 

近
い
将
来

島
国
日
本
に
お
い
て
、
大
規
模
災
害
発
生
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
事
業
に
よ
り
整
備

さ
れ
た
施
設
は
、未
来
の
地
域
農
業
を
支
え
、

水
の
恵
み
を
未
来
へ
つ
な
げ
る
架
け
橋
、
防

災
の
助
け
と
し
て
地
域
に
根
付
い
て
い
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
一
度
、

水
路
は
危
険
な
も
の
と
認
識
し
つ
つ
、
特
に

足
腰
が
弱
い
高
齢
者
や
小
さ
な
お
子
さ
ん
が

む
や
み
に
水
路
に
入
ら
な
い
様
、
地
域
の
皆

様
に
も
ぜ
ひ
関
心
の
目
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
お
声
が
け
等
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。

我
々
も
、
日
々
の
巡
視
や
、
新
た
な
危
険

個
所
の
洗
い
出
し
、
安
全
対
策
な
ど
事
故
防

止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、「
近
所
に
危

険
な
箇
所
が
あ
る
」
等
の
情
報
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
安
全
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
検
討

い
た
し
ま
す
の
で
、
市
役
所
建
設
課
ま
た
は

事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
の
東
日
本
台
風
で
は
、
県
内
で

も
甚
大
な
災
害
を
被
り
、
長
野
県
は
、
地

方
政
府
と
し
て
将
来
の
生
命
を
守
る
た
め

に
、
気
候
変
動
対
策
と
し
て
緩
和
と
適
応

の
二
つ
の
側
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
と

し
、気
候
非
常
事
態
宣
言
を
す
る
と
と
も
に
、

２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
決
意
を
表
明

し
、現
在
は
「
長
野
県
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
戦
略
」

が
策
定
さ
れ
、
小
水
力
発
電
に
よ
る
再
エ
ネ

生
産
量
の
拡
大
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
地
域
確

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

大
町
市
土
地
改
良
区
が
長
野
県
や
大
町

市
に
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
寄
沢
(大
町
新
堰
)の
改
修
工
事
の

際
に
併
設
す
る
小
水
力
発
電
施
設
(最
大

出
力 

1
9
7

Kwh
、
年
間
発
電
可
能
量 

1
、

小
水
力
発
電
事
業
に

小
水
力
発
電
事
業
に

   
   
む
け
て
の
取
り
組
み

む
け
て
の
取
り
組
み

東京電力大町新堰発電所

危険を知らせる看板
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江
戸
時
代
、
鹿
島
川
水
系
か
ら
借
馬
村
へ
流
入
す
る
用
水
は
、

北
か
ら
寺
堰
、
北
荒
沢
堰
、
法
蔵
寺
堰
の
3
本
で
し
た
。
こ
の
う

ち
、
寺
院
に
関
係
し
た
名
称
が
つ
い
て
い
る
寺
堰
と
法
蔵
寺
堰
に

つ
い
て
、
そ
の
由
来
な
ど
を
考
え
て
み
ま
す
。

寺
堰
は
、
小
熊
山
の
南
で
北
荒
沢
堰
か
ら
分
枝
し
、
借
馬
集
落

の
北
方
を
流
れ
て
借か
る
ま
う
わ
せ
ぎ

馬
上
堰
へ
流
入
し
て
い
ま
す
。
付
近
に
寺
院

等
が
な
い
の
に
、
な
ぜ
「
寺
堰
」
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
江
戸

時
代
中
期
の
享
保
7
(1
7
2
2
)年
に
江
戸
幕
府
が
作
成
し
た

水
争
い
な
ど
の
裁さ
い
き
よ許
絵え

図ず

︵
以
下「
裁
許
絵
図
」と
い
う
。︶ 

に
よ

る
と
、
現
在
は
借
馬
集
落
の
中
心
地
に
あ
る
海か
い
が
く
い
ん

岳
院
は
、
古
く

は
、
集
落
を
通
過
す
る
街
道
が
、
北
西
方
向
へ
向
か
う
千
国
道

(千
国
街
道
)と
木
崎
方
面
へ
向
か
う
糸
魚
川
街
道
に
分
岐
す
る

集
落
の
北
端
に
あ
り
ま
し
た
。
海
岳
院
は
、
明
治
ま
で
僧
侶
が
常

在
す
る
曹
洞
宗
の
寺
院
で
し
た
が
、
慶
安
3
(1
6
5
0
)年
の

検
地
で
は
観
音
寺
と
さ
れ
て
お
り
、
元
来
は
真
言
宗
で
あ
っ
た
と

み
ら
れ
ま
す
。
地
名
な
ど
か
ら
広
い
境
内
を
も
ち
、
寺
堰
は
こ
の

旧
海
岳
院
へ
向
か
っ
て
流
れ
て
い
た
こ
と
が
、
堰
名
の
由
来
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

寺
堰
の
南
に
は
、
現
在
は
金

山
社
で
す
が
、
古
く
は
神
明
社

で
あ
っ
た
鎮ち
ん
じ
ゅ守
の
社や
し
ろが
存
在
し
、

周
辺
は
、
集
落
に
と
っ
て
大
切

な
土
地
で
し
た
。

ま
た
、
法
蔵
寺
堰
は
、
現
在

は
、
二
ッ
屋
地
籍
の
南
東
で
南

荒
沢
堰
(旧
町
川
堰
)か
ら
分

枝
し
、
さ
ら
に
中
荒
沢
堰
を
分

枝
し
て
い
ま
す
が
、
裁
許
絵
図

に
は
中
荒
沢
堰
の
記
載
は
な
く
、

法
蔵
寺
堰
が
集
落
の
南
部
を
灌

が
い
す
る
主
要
な
用
水
で
し
た
。

お
経
な
ど
を
納
め
た
経
塚
と
み

第
25
回
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
「
土
・
人
・
水
」
は
、

令
和
６
年
８
月
24
日
（
土
）
に
、
平
猫
鼻
の
越
荒

沢
親
水
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
越
荒
沢
堰
の
清
ら
か
な
水
の
恵
み
を
未
来
へ

つ
な
げ
よ
う
！
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
、
例
年

実
施
し
て
い
る
越
荒
沢
親
水
公
園
の
景
観
整
備
に

加
え
、
郷
土
史
研
究
家
の
荒
井
今
朝
一
さ
ん
に
大

町
市
の
「
水
と
郷
土
の
歴
史
」
に
つ
い
て
お
話
を

し
て
い
た
だ
い
た
他
、
ス
イ
カ
割
や
岩
魚
つ
か
み
、

稚
魚
の
放
流
な
ど
子
ど
も
達
を
中
心
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
怪
我
な
ど
も
な
く
盛

況
の
う
ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
団
体
の
皆

様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
、
当
イ
ベ
ン

ト
を
８
月
30
日
（
土
）
７
時
30
分
よ
り
大
町
市
平

猫
鼻
の
越
荒
沢
親
水
公
園
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

魚
つ
か
み
を
中
心
に
、
た
く
さ
ん
の
企
画
を
準
備

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

ら
れ
る
行
山
塚
に
向
か
っ
て
一
直
線
に
流
下
し
、
流
末
は
、
若
一

王
子
神
社
西
方
の
土ど
ば
せ
ぎ
場
堰
に
流
入
し
て
お
り
、
流
路
や
地
名
な
ど

か
ら
下
流
は
、
薪
な
ど
の
運
搬
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

堰
の
名
称
は
、
現
在
の
西
原
地
籍
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
法
蔵
寺

に
由
来
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
す
で
に
寺
院
施
設
は
存

在
し
て
お
ら
ず
、
裁
許
絵
図
に
は
「
法
蔵
寺
河
原
」
と
地
名
の
み

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、借
馬
村
で
は
、享
保
6
（
１
７
２
１
）

年
に
実
地
検
分
に
来
た
幕
府
の
役
人
を
寺
院
や
護ご
ま
だ
ん
摩
壇
跡
へ
案
内

し
、
古
く
は
真
言
宗
の
寺
院
が
存
在
し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
現

地
は
、
鹿
島
川
の
氾
濫
が
流
下
す
る
可
能
性
が
高
く
、「
河
原
」

の
名
称
か
ら
古
い
時
代
に
水
害
な
ど
で
流
出
し
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
中
世
の
寺
院
は
、
領
主
の
手
厚
い
保
護
を
受
け

て
お
り
、
寺
院
の
開
創
は
、
地
域
の
開
発
と
密
接
に
関
係
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
寺
院
で
は
入
浴
が
大
切
な
仏
事
で
あ
り
、
清
浄

な
用
水
も
必
要
で
し
た
。
借
馬
村
の
検
地
帳
に
は
「
ふ
ろ
め
ん
」

の
記
載
が
あ
り
、
村
内
に
、
古
く
は
寺
院
関
係
の
「
風
呂
」
に
伴

う
免め
ん
そ
ち
租
地
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
両
用

水
堰
に
寺
院
ゆ
か
り
の
名
称
が
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責　
荒
井
今
朝
一
）

第第
2525
回回
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
「
土
・
人
・
水
」

「
土
・
人
・
水
」

　　  

の
報
告
と

の
報
告
と
第第
2626
回
開
催

回
開
催
の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

    
寺
院
に
関
係
し
た
用
水

寺
院
に
関
係
し
た
用
水

      
      

――  

寺寺て
ら
せ
ぎ

て
ら
せ
ぎ堰堰
とと
法法ほ

う
ぞ
う
じ
せ
き

ほ
う
ぞ
う
じ
せ
き

蔵
寺
堰

蔵
寺
堰  

――

　
水
路
へ
の
刈
草
や
、
枝
葉
、

　
　
　
　
　
ゴ
ミ
の
流
入
に
ご
注
意
を

　
剪
定
や
草
刈
り
作
業
が
多
い
こ
の
時
期
、
市
内

の
い
た
る
と
こ
ろ
に
設
置
し
て
い
る
、
ゲ
ー
ト
や

水
門
、
ゴ
ミ
取
り
柵
な
ど
様
々
な
場
所
に
、
家
庭

ご
み
や
、
草
刈
り
、
枝
葉
な
ど
が
詰
ま
る
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
水
路
詰
ま
り
が
発
生
す
る
と
、
通
水
障
害
の
影

響
か
ら
、
農
地
や
宅
地
へ
の
浸
水
や
、
水
嵩
が
増

す
こ
と
に
よ
り
危
険
な
状
態
と
な
り
ま
す
の
で
、

水
路
際
で
の
草
刈
り
や
剪
定
作
業
の
際
は
、
作
業

事
故
に
十
分
ご
注
意
い
た
だ
く
と
共
に
、
刈
草
・

枝
葉
を
水
路
に
流
さ
な
い
様
ご
配
慮
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

現在の海岳院

亨保七年（1772）年  大沢寺山水論幕府裁許絵図
（部分、一部表示加筆）



令和7年8月1日 土・人・水 （4）第27号

今回で第22回目を迎える子ども絵画展ですが、今回は、大町西小と東小の生徒が米作り体験の稲刈り
を版画で表現、応募してくれました。どの作品も画面いっぱいに作業する姿がよく描かれていて、未来の
礎となる子供達の気持ちが伝わり感銘をうけました。中でも好評を受けた受賞作品をご紹介いたします。

第22回「ふるさとの田んぼと水」 子ども絵画展

水土里ネットおおまち地域用水対策協議会主催

  

「
稲
刈
り
」

大
町
東
小
５
年
生
　
中な
か
や
ま山 

琴こ
と
ね音
さ
ん

「カラフルな人がいねかりしてる。」
大町西小5年生 渡

わ た べ
部 杏

あんじゅ
樹さん

 「大変だったいねかり」
大町西小5年生　原

はら
　涼

りょうま
真さん

「せんぱいのいねかり」
大町西小5年生 馬

ば ば
場 崇

た か ら
良さん

 「いねかりのはんが」
大町東小5年生  一

い ち き
木 真

ま よ
代さん

 「協力したいねかり」
大町東小5年生 齊

さいとう
藤 真

ま お
央さん

会 長 賞会 長 賞 理事長賞理事長賞

佳　作佳　作

ホームページもあります。　　
水土里ネットおおまち で検索 ☞
http://www.midorinet-omachi.jp

授賞式の様子

令和7年3月24日 授賞式の様子

記念写真


